
編 修 趣 意 書
（教育基本法との対照表）

※受理番号 学 校 教 科 種 目 学 年

28-4 高等学校 商業 ビジネス情報

※発行者の
番号・略称

※教科書の
記号・番号

※教 科 書 名

7 実教 商業 352 ビジネス情報 新訂版

１．編修の基本方針

（１）幅広い知識と教養を身に付けられるように，学習要素をもれなく扱った。

（２）職業及び生活との関連がわかるように，できる限り身近な例を扱った。

（３）主体的に社会の形成に参画する態度を養えるように，簡単なネットワークの構築・設

定の技術を身に付けられる例を扱った。

（４）環境の保全に配慮し，例題などの題材には，出来る限り自然がイメージできるものを

取り扱った。

２．対照表

（例）

図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色 該当箇所
第１章
ビジネスと情報

・情報を取り扱ううえで必要な知
識や操作を学習するだけでなく，
コンプライアンスやＣＳＲなどを
取り上げ，社会的なモラルを意識
して行動できるようにした（第１
号）。

・学習する内容が，実社会でどの
ように役立てられているかを示
し，学ぶ知識がビジネスでどのよ
うに活用されているのかが理解し
やすくなるように配慮した（第２
号）。

・インターネットで通信販売を利
用するさいの情報の流れや注意点
などを紹介した（第２号）。

・教科書に登場する人物の男女バ
ランス（人数）が偏らないように
配慮した（第３号）。

・ＩＳＯの規格にある環境マネジ
メントシステム（ＩＳＯ14000）に
ついて本文・側注でふれた（第４
号）。

p.19

p.6～7，p.9～11

p.13～14,19

p.10，p.12

p.21



第２章
情報通信ネットワークの活用

・ネットワークにおけるＬＡＮの
規格やＬＡＮケーブルの規格には
いろいろな種類があることを示し
た（第１号）。

・さまざまな構成や接続方法をイ
ラストで示すことで，主体的に学
びやすくするようにした（第２
号）。

・教科書に登場する人物の男女バ
ランス（人数）が偏らないように
配慮した（第３号）。

・演習問題で話し合う場面を取り
入れることで，他者の考えを尊重
し，協調できるようにした（第３
号）。

p.26～27，p.37

p.25，p.27，
p.28

p.25，p.28，
p.43

p.58

第３章
表計算ソフトウェアの活用

・表計算ソフトウェアに係る幅広
い知識と教養を取り上げた（第１
号）。

・生徒の知的好奇心に応えられる
ように，補足的な内容を「豆知
識」や「参考」として設けた。
（第１号）。

・自学自習ができるよう，表計算
ソフトウェアの各例題は，操作の
イメージがしやすい画面展開によ
る説明とした（第２号）。

・ＬＥＤ電球・蛍光灯をテーマと
した演習問題を取り上げること
で，身近な環境問題に興味を持て
るようにした（第４号）。

p.60～125

p.62，p.79，
p.93，p.116

p.60～125

p.127

第４章
データベースソフトウェアの活用

・ソフトウェアの操作を学んだう
えで，自分のアイデアを生かした
ものを創作出来るようにした（第
２号）。

・教科書に登場する人物の男女バ
ランス（人数）が偏らないように
配慮した（第３号）。

・他国も尊重するという観点か
ら，いくつかの国の代表的な家具
を例題の題材として取り上げた
（第５号）。

p.138～163

p.130～133，
p.136，p.137

p.142

第５章
ソフトウェアを活用したシステム開発

・表計算ソフトウェア，データベ
ースソフトウェアを利用したシス
テム開発に係る幅広い知識と教養
を取り上げた（第１号）。

p.197～300



・自学自習ができるよう，各例題
は，操作のイメージがしやすい画
面展開とコーディングの例を掲載
する説明にした（第２号）。

・文化・言語・年齢・性別などの
違いを問わず誰もが利用しやすい
施設・製品・デザインであるユニ
バーサルデザインの記述を取り上
げた（第３号）。

・スポーツ用品をテーマにした演
習例題を取り上げることで，身近
な自然や環境に興味を持てるよう
にした（第４号）。

p.197～300

p.187

p.270～300

見返し
・身近な情報のディジタル化が，
実社会の形成に応用されているこ
とを示した（第３号）。

前見返し裏

３．上記の記載事項以外に特に意を用いた点や特色

専門的な知識，技術及び技能を習得できるように，用語から，その用語の掲載ページが検

索できるように，できるだけ多くの専門用語を索引に掲載した。



編 修 趣 意 書
（学習指導要領との対照表，配当授業時数表）

※受理番号 学 校 教 科 種 目 学 年

28-4 高等学校 商業 ビジネス情報

※発行者の
番号・略称

※教科書の
記号・番号

※教 科 書 名

7 実教 商業 352 ビジネス情報 新訂版

１．編修上特に意を用いた点や特色

「ビジネス情報」が，商業科のビジネス情報分野における応用的な科目であることを鑑

み，生徒が興味を持って学習しながら，発展的な内容を無理なく習得できるように，以下の

点について配慮した。

（１）「第１章 ビジネスと情報」では，学習指導要領の「（１）ア 業務の

情報化」について取り上げ，「（１）イ 情報通信ネットワークの導入と

運用」と「（１）ウ データの保護」については，学習の流れを考慮し，

第２章として扱うこととした。

（２）「第２章 情報通信ネットワークの活用」では，マイクロソフトのＷｉｎｄｏｗｓ

系ＯＳを前提とした実習を取り上げた。また，実習内容は，各学校でのネットワーク

システムの運用状況などを勘案して，平易な内容にとどめ，用語についても，難しい

ものは出来るだけ本文中で扱わないように心掛けた。

（３）「第３章 表計算ソフトウェアの活用」では，利用する表計算ソフトウェアに，マ

イクロソフトのエクセルを取り上げた。学習指導要領の「（２）ア ビジネス計算と

データの集計・分析」は，学習の流れを考慮し，「データの集計」については１節で

取り上げ，「ビジネス計算とデータの分析」については３節で取り上げることとし

た。



（４）「第４章 データベースソフトウェアの活用」では，利用するデータベースソフト

ウェアに，マイクロソフトのアクセスを取り上げた。１節では，科目『情報処理』か

ら学習してきた表計算ソフトウェアと，データベースソフトウェアとの違いについ

て，それぞれの長所や短所を比較することで，データベースについての理解をより深

めてもらうことを意識した。

（５）「第５章 ソフトウェアを活用したシステム開発」では，導入として，１節の「シ

ステム開発の基礎」のなかで，３節以降の実習に必要となる一般的なシステム開発の

手順のほかに，システムを開発する際に注意すべき基本的なことを掲載した。また，

３節と４節では，例題に同じ題材を取り上げ，表計算ソフトウェアとデータベースソ

フトウェアでシステム開発を行う場合，どのような違いがあるか，という視点でも考

えてもらうために，あえて同じ題材を使用した。

２．対照表

（例）

図書の構成・内容 学習指導要領の内容 該当箇所
配当
時数

１ 章 ビ ジ ネ ス と 情 報 （ １ ） オ フ ィ ス 業 務 と 情 報 通 信

ネ ッ ト ワ ー ク
p.6 （５）

１ 節 情 報 化 社 会 と ビ ジ ネ ス

ア 業 務 の 情 報 化

～ ２

２ 節 ネ ッ ト ワ ー ク と ビ ジ ネ ス
p.22 ３

２ 章 情 報 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク の 活 用 （ １ ） オ フ ィ ス 業 務 と 情 報 通 信

ネ ッ ト ワ ー ク
p.24 （１６）

１ 節 ネ ッ ト ワ ー ク の 基 礎

２ 節 ネ ッ ト ワ ー ク の 構 築 と 管 理

３ 節 サ ー バ 管 理

イ 情 報 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク の

導 入 と 運 用 ～ １２

４ 節 セ キ ュ リ テ ィ 管 理 ウ デ ー タ の 保 護
p.58 ４

３ 章 表 計 算 ソ フ ト ウ ェ ア の 活 用 （ ２ ） 表 計 算 ソ フ ト ウ ェ ア の

活 用
p.60 （３２）

１ 節 集 計 処 理 ア ビ ジ ネ ス 計 算 と デ ー タ の

集 計 ・ 分 析
～ ８

２ 節 オ ペ レ ー シ ョ ン ズ リ サ ー チ の

基 礎
イ オ ペ レ ー シ ョ ン ズ

リ サ ー チ の 基 礎

p.128
８

３ 節 ビ ジ ネ ス 計 算 ア ビ ジ ネ ス 計 算 と デ ー タ の

集 計 ・ 分 析
８

４ 節 手 続 き の 自 動 化 ウ 手 続 の 自 動 化
８



４ 章 デ ー タ ベ ー ス ソ フ ト ウ ェ ア の 活 用 （ ３ ） デ ー タ ベ ー ス ソ フ ト

ウ ェ ア の 活 用
p.130 （１９）

１ 節 ビ ジ ネ ス 情 報 と デ ー タ ベ ー ス ア ビ ジ ネ ス と デ ー タ ベ ー ス
～ ３

２ 節 デ ー タ ベ ー ス の 利 用 イ デ ー タ ベ ー ス の 設 計 と

作 成

ウ デ ー タ の 入 力 と

デ ー タ ベ ー ス の 操 作

エ 報 告 書 の 作 成

p.178

１０

３ 節 Ｓ Ｑ Ｌ の 操 作 オ 手 続 の 自 動 化
６

５ 章 ソ フ ト ウ ェ ア を 活 用 し た

シ ス テ ム 開 発

（ ４ ） ソ フ ト ウ ェ ア を 活 用 し た

シ ス テ ム 開 発
p.180 （３３）

１ 節 シ ス テ ム 開 発 の 基 礎 イ 表 計 算 ソ フ ト ウ ェ ア の

活 用

ウ デ ー タ ベ ー ス ソ フ ト

ウ ェ ア の 活 用

～ ３

２ 節 ア ル ゴ リ ズ ム の 基 礎 ア ア ル ゴ リ ズ ム
p.300 ６

３ 節 表 計 算 ソ フ ト ウ ェ ア に よ る 開 発 イ 表 計 算 ソ フ ト ウ ェ ア の

活 用
１２

４ 節 デ ー タ ベ ー ス ソ フ ト ウ ェ ア

に よ る 開 発

ウ デ ー タ ベ ー ス ソ フ ト

ウ ェ ア の 活 用
１２

計 １０５


